
ご家族の皆様、面会時のマスク着用・消毒等のご協力ありがとうございます。
「何事も終わった後が大切だ」とよく言われていますが、松林荘でも感染性胃腸炎の流行が収束した後の対応を
行っています。
感染症は初期段階に「いかに短時間で、正しい対策を立ち上げることができるかどうか？」が、まん延するか否かの

分岐点になるそうです。
初期対応を迅速に正しく行えるように、マニュアルを見直しています。そして、感染症対応の必要物品を、いつでも使
えるよう整備しました。流行期に入る前には、嘘吐物などの処理手順の実地研修を行うことも重要だと考えています。
しかし、何より、収束した後でも職員が感染症に対して、高い意識を持ち続けることが大切です。

流行時は、利用者糊こ居室中心の生活をお願いしていたので、「だあれもいない」「ひとりぼっち」と寂しそうに言われ

　　　　

竹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　

　　

　 　る方もおられ、笑顔も少なくなってしまいました。
終わりは次につながる出発点でもあります。今回の反省をふまえ、利用者様の笑顔のために取り組んでいきます。

　　

・・ ．

☆ ひ な 祭り

　　　　　　　　　　　　　　　　　

☆３月 の 行 事 予 定
３月３日、桃の節句。松林荘にも春がやって参りました。
２階の食堂ではひな人形を飾り、利用者様もおひな様の前で歌を歌っ

　　　

１４日

　

（月） 露の新治様落語会（ｌｏ：３０～）
たり、写真撮影をしたりしました。ひな祭りの歌は、利用者様に馴染みの

　　　　　　　　　

移動福祉理美容車来荘（午後）
ある歌のようで、童心に返ったように楽しそうに歌われていました。

　　　　　

１５日

　

（火） うどん作り（１４：００～）
１階では、職員お手製のお内裏様とおひな様を見て「かわいらしいなあ、

　　

１６日

　

（水） 音楽クラブ・誕生会（１５：００～）
今日はひな祭りなんやね」と喜 ばれていました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

利用者様レントゲン撮影
利用者の皆様に季節を感じていただけました。 １７日

　

（木） 出張売店

　　　　　　　　　　　　　　　　　

事務職員
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１８日

　

（金） 歯科診療（岩田先生）
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みんな一緒に歌いました。Ｄ

　　　　　

このお内裏様、誰かに似てますね。

　　　　

３１日

　

（木） 出張売店

　　

歯科診療（岩田先生）

☆入職して１年です。さらに良い介護を目指してがんばります。

　　　　

４／６

　

（水） 移動福祉理美容車来荘（１日）
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ー

介護未経験だったため、全てのことが初めてで、緊張し不安だった

　

「

日々を覚えています。
仕事を覚えることができるのか？足を引っ張るのではないか？

働いていくうちに先輩方からアドバイスを頂き、優しく指導して〈ださり

　

…
また、気さくに声をかけもらえ、緊張や不安は自然となくなりました。
同期の存在もとても大きかったです。
来年入ってくる新入職員も不安なことばかりだと思うので、働きやす

　

ｉ
い環境をつくっていけるよう気配りをしていきたいです。

１階介護職員

　

大畑

　

梨奈
－

　　　　　　　

▲－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

， １年を振り返ってみると、さまざまなことを学べたと思います。
１入職した当初は右も左もわからず、恥ずかしい失敗もたくさんし、不
１安な毎日を過ごしていたのを思い出します。

　

しかし、松林荘ならでのマンツーマン指導のおかげで優しく丁寧に
教えていただき、不安はすぐに吹き飛びました。信頼でき、尊敬でき
る先輩ばかりで、今では楽しく仕事ができています。

　

切瑳琢磨しあえ、相談にもたくさん乗ってもらえた同期にも感謝して
います。

　

介護の知識も経験もまだまだ未熟ですが、これからも向上心を持ち
努力していきたいと思います。

１階介護職員

　

大谷

　

幸

☆３月の献立から
１６日

　

（水）

１７日

　

（木）

昼

　

焼き魚（さわら）・小松菜の山吹和え・

　　

漬物・味噌汁・みかんゼリー
間食 ホットケーキ
夜

　

袋煮・キャベツの酢の物・香の物

昼

　

肉うどん・サラダ巻・しょうゆ豆．

　　

なめらかプリン
間食

　

しょうが湯
夜

　

野菜と鶏肉のうま煮・レタスもみ・

　　

香の物

☆介護の日誌より
薯彰ｏ蕩泌ｏ轟鳶ｏ選凌ぢ蕎謬ｏ

２月１４日（日）

　

２階 介護主任

　

芦辺祐作
体調を崩しておられた方がたくさんいらっしゃいましたが、現在では以前と同様にまで、回復されています。

今回の感染症の対応の仕方を忘れることなく、正しい手順で対処できるようにしておくこと、気を抜かず、換気
や消毒などに気をつけて業務にあたっています。

松

　

林

　

壮 通

　

信ｑ鰯荘繍瀞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平 成 ２８ 年 ３ 月 号

引き続きお願いいたします。
感染症予防のため、面会時はマスク着用の

うえ、玄関にて手指の消毒・特養入口前では、
衣類・スリッパの消毒をお願いいたします。
なお、体調の悪い方の面会はご遠慮いただ

いておりますのでご了承くださいませ。

ご協力をお願いいたします。

Ｌご意見ご感想もお聞かせくださ鳥 ＴＥＬ鯛 柳 舷 綴 ＦＡＸ鯛 樹 舷 甜

　

Ｊ


